














※編輯主任＝村松民次郎



於信濃教育会
第14回総会講演会

「
諸
君
は
進
ん
で
北
信
八
州
の
地
方
に
一
つ
の
大
学
を
起
こ
そ
う

と
云
う
考
え
を
持
た
れ
て
も
よ
か
ろ
う
と
吾
輩
は
思
う
の
で
あ
る
。

高
校
の
誘
致
と
と
も
に
大
学
も
考
え
よ
」

（
『
信
濃
教
育
会
雑
誌
』
１
５
５
）

「
仮
に
五
無
斎
を
し
て
長
野
県
知
事
た
ら
し
め
ば
、
（
中
略
）
桔

梗
が
原
高
等
学
校
、
や
が
て
は
信
州
大
学
設
立
な
ど
洒
落
る
も
の

に
御
座
候
」

（
『
信
濃
公
論
』
第
４
号
）

伊
藤

「
信
濃
大
学
創
設
の
国
論
を
樹
立
す
べ
し
」

村
松
「
本
県
教
育
の
精
神
と
信
州
大
学
」

「
信
州
大
学
の
一
歩
と
し
て
夏
季
大
学
の
開
設
を
促
す
」





















国
の
動
き

大
学
の
動
き

信
州
大
学
誕
生
前
夜
の
で
き
ご
と

前
身
校
の
動
き

8

月

戦
時
教
育
令
な
ど
の
廃
止

9

月

新
日
本
建
設
ノ
教
育
方
針

10

月

教
育
に
関
す
る
五
大
司
令
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）

２

月

大
学
令

改
正

11

月

日
本
国
憲
法
公
布

大
学
設
置
基
準
設
定
議
会

3

月

教
育
基
本
法
公
布

学
校
教
育
法
公
布

8

月

大
学
基
準
協
会

12

月

大
学
設
置
委
員
会

6

月

新
制
国
立
大
学
の
設
置
に

関
す
る
十
一
原
則
発
表

5

月

国
立
学
校
設
置
法

公
布
・
施
行

ポツダム宣言受諾
（終戦）

第90回
帝国議会

第92回
帝国議会

第1回
国会

第5回
国会

4

月

信
州
大
学
設
置
員
会

5

月

信
州
大
学
実
施
委
員
会

7

月

信
州
大
学
設
置
要
綱
決
定

信
州
大
学
設
置
認
可
申
請

5

月

31

日

信
州
大
学
設
置
認
可

6

月

1

日

信
州
大
学
開
学

（
文
理
、
医
、
教
育
、
工
、
農
、
繊
維
学
部
）

7

月

12

日

第
1

回
入
学
式

入
学
試
験
設
置
認
可

10

月

「
信
州
大
学
新
聞
」
刊
行

入
学
試
験

4

月

第
2

回
入
学
式

9

月

「
学
報
」
創
刊

10

月

「
信
州
大
学
概
覧
」
発
行

10

月

30

日

信
州
大
学
開
学
式
開
催

入
学
試
験

4

月

第
3

回
入
学
式

入
学
試
験

4

月

第
4

回
入
学
式

3

月

第
1

回
卒
業
式

9

月

学
校
再
開

1

月

公
職
追
放
・
Ｇ
Ｈ
Ｑ
指
令

4

月

官
立
専
門
学
校
管
制

4

月

官
立
高
等
学
校
管
制

・
松
本
医
学
専
門
学
校
、
旭
町
に
移
転

信
州
大
学
設
立
期
成
同
盟
会

上
田
繊
維
大
学
設
立
期
成
同
盟
会

県
立
農
家
大
学
期
成
同
盟
会

信
州
実
業
教
育
大
学
期
成
同
盟
会

長
野
教
育
大
学
設
立
期
成
同
盟
会

2

月

松
本
医
科
大
学
設
置

4

月

長
野
高
専
校
長
会
議

信
州
大
学
設
立
期
成
同
盟
会

3

月

長
野
県
立
農
林
専
門
学
校
廃
止

3

月

松
本
医
学
専
門
学
校
廃
止

長
野
師
範
学
校
廃
止

長
野
青
年
師
範
学
校
廃
止

長
野
工
業
専
門
学
校
廃
止

上
田
繊
維
専
門
学
廃
止

3

月

松
本
高
等
学
校
廃
止

昭
和
35

年

松
本
医
科
大
学
廃
止

連 合 国 軍 占 領 期日 本 国

1945
昭和20年

1946
昭和21年

1947
昭和22年

1948
昭和23年

1949
昭和24年

1950
昭和25年

1951
昭和26年

1952
昭和27年

1953
昭和28年

サンフランシスコ
講和条約

第2回
国会

5

月

日
本
国
憲
法
施
行



戦
後
の
新
秩
序
の
教
育

高
等
教
育
に
求
め
ら
れ
る
も
の

新
学
校
制
度
の
開
始

（
４
年
ま
た
は
５
年
制
新
制
大
学
を
昭
和
24
年
か
ら
設
置
）

1

府
県
1

大
学
設
置
の
方
針

→

既
設
大
学
を
中
核
と
し
て
、
高
等
学
校
、
師
範
学
校
、
専
門
学
校

を
統
合
す
る
形
で
調
整
さ
れ
る
（
長
野
県
高
専
校
長
会
議
等
）

一
部
を
除
き
、
各
地
の
単
科

大
学
設
置
運
動
が
終
息
へ

新
制
国
立
大
学

69

校
が
誕
生

個
人
の
尊
重
、
学
問
の
自
由
、

教
育
の
機
会
均
等
、
男
女
共
学
、
教
養
重
視…

全
国
の
新
制
（
国
立
）
大
学
誘
致
・
昇
格
運
動
の
高
ま
り

→

長
野
県
内
で
の
大
学
設
立
の
動
き
が
活
発
化

（
実
業
教
育
大
学
、
農
科
大
学
、
繊
維
大
学
、
信
州
総
合
大
学…

）

大
学
の
枠
組
み
の
流
動
化

—

単
科
、
総
合
、
連
合
、
協
定
な
ど

田
中
文
部
大
臣
の
大
学
区
構
想

（
旧
制
大
学
の
枠
組
み
を
残
す
）

→
G
H
Q

が
拒
否

C
IE

の
大
学
地
方
移
譲
構
想

（
高
等
教
育
の
地
方
分
権
化
）

→

日
本
国
内
で
の
抵
抗

新制(国立)
大学の

枠組の議論

対
立

昭和
22

昭和
22

昭和
23・6月

昭和24
5月31日

公布・施行

次ページに内容を
記載しています

1947

194719481949



新
制
国
立
大
学
の
設
置
に
関
す
る
十
一
原
則

（
一
九
四
八
（
昭
和
二
十
三
）
年
六
月
）

（
一
）
国
立
大
学
は
、
特
別
の
地
域
（
北
海
道
、
東
京
、
愛
知
、
大
阪
、

京
都
、
福
岡
）
を
除
き
、
同
一
地
域
に
あ
る
官
立
学
校
は
こ
れ

を
合
併
し
て
一
大
学
と
し
、
一
府
県
一
大
学
の
実
現
を
図
る
。

（
二
）
国
立
大
学
に
お
け
る
学
部
ま
た
は
分
校
は
、
他
の
府
県
に
ま
た

が
ら
な
い
も
の
と
す
る
。

（
三
）
各
都
道
府
県
に
は
必
ず
教
養
お
よ
び
教
職
に
関
す
る
学
部
も
し

く
は
部
を
置
く
。

（
四
）
国
立
大
学
の
組
織
・
施
設
等
は
、
さ
し
あ
た
り
現
在
の
学
校
の

組
織
・
施
設
を
基
本
と
し
て
編
成
し
、
逐
年
充
実
を
図
る
。

（
五
）
女
子
教
育
振
興
の
た
め
に
、
特
に
国
立
女
子
大
学
を
東
西
二
か

所
に
設
置
す
る
。

（
六
）
国
立
大
学
は
、
別
科
の
ほ
か
に
当
分
教
員
養
成
に
関
し
て
二
年

ま
た
は
三
年
の
修
業
を
も
っ
て
義
務
教
育
の
教
員
が
養
成
さ
れ

る
課
程
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
七
）
都
道
府
県
お
よ
び
市
に
お
い
て
、
公
立
の
学
校
を
国
立
大
学
の

一
部
と
し
て
合
併
し
た
い
希
望
が
あ
る
場
合
に
は
、
所
要
の
経

費
等
に
つ
い
て
、
地
方
当
局
と
協
議
し
て
定
め
る
。

（
八
）
大
学
の
名
称
は
、
原
則
と
し
て
、
都
道
府
県
名
を
用
い
る
が
、

そ
の
大
学
お
よ
び
地
方
の
希
望
に
よ
っ
て
は
、
他
の
名
称
を
用

い
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
九
）
国
立
大
学
の
教
員
は
、
こ
れ
を
編
成
す
る
学
校
が
推
薦
し
た
者

の
中
か
ら
大
学
設
置
委
員
会
の
審
査
を
経
て
選
定
す
る
。

（
十
）
国
立
大
学
は
、
原
則
と
し
て
、
第
一
学
年
か
ら
発
足
す
る
。

（
十
一
）
国
立
大
学
へ
の
転
換
の
具
体
的
計
画
に
つ
い
て
は
、
文
部
省

は
で
き
る
だ
け
地
方
お
よ
び
学
校
の
意
見
を
尊
重
し
て
こ
れ

を
定
め
る
。
意
見
が
一
致
し
な
い
か
、
ま
た
は
転
換
の
条
件

が
整
わ
な
い
場
合
に
は
、
学
校
教
育
法
第
九
十
八
条
の
規
定

に
よ
り
、
当
分
の
間
存
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

文
部
科
学
省
Ｈ
Ｐ
よ
り

https://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/others/detail/1317752.htm


新
制
国
立
大
学
の
一
覧
の
な
か
に
、
信
州
大
学
が
み
え
る
。
所
在
の
県
、
設

置
予
定
の
学
部
、
母
体
と
な
っ
た
前
身
校
が
記
さ
れ
る
。
繊
維
学
部
の
母
体

と
な
っ
た
上
田
繊
維
専
門
学
校
は
、
5

月
12

日
の
大
学
設
置
審
議
会
で
、

単
科
大
学
昇
格
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
信
州
大
学
繊
維
学
部
と
し
て

合
流
し
た
。

長
野
縣

信
州
大
学

文
理
学
部

教
育
学
部

医
学
部

工
学
部

農
学
部

松
本
医
科
大
学

松
本
医
学
専
門
学
校

松
本
高
等
学
校

長
野
工
業
専
門
学
校

長
野
師
範
学
校

長
野
青
年
師
範
学
校







※次の頁に翻刻を記載しています



長
野
県
高
専
校
長
会
議
覚
書

二
三
、
四
、
二

長
野
県
高
専
諸
学
校
長
出
席
し
、
中
村
副
知
事
、
笠
原
教
育
部
長
の
二
氏
も
会
議
に
加
は
る
。

我
邦
の
新
学
制
に
対
応
し
、
長
野
県
の
大
学
教
育
制
度
組
織
確
立
に
関
す
る
意
見
交
換
を
行
う
。

一
、
文
部
省
に
於
け
る
高
専
、
高
校
、
大
学
、
師
範
各
「
長
会
議
」
の
様
子
報
告
。

一
、
各
高
専
校
長
の
新
制
大
学
と
な
る
も
の
と
し
て
の
希
望
陳
述
。

一
、

「
綜
合
」
「
連
合
」
「
協
定
」
三
種
の
説
明
。

一
、

「
綜
合
大
学
」
又
は
「
連
合
大
学
」
制
度
の
目
標
線
に
沿
ふ
様
各
学
校
の
希
望
。

一
、
一
般
教
養
学
科
の
授
業
を
可
及
的
共
通
融
通
せ
し
む
る
方
策
案
の
考
察
。

一
、
師
範
の
計
画
と
し
て
の
教
員
養
成
部
は
他
「
学
部
」
と
は
別
な
ざ
る
を
得
ざ
る
旨
の
陳
述
。

一
、
教
養
学
科
の
履
修
を
「
前
二
ヶ
年
」
に
限
る
こ
と
の
不
便
な
る
理
由
の
説
明
（
師
範
、
繊
維
、
工
専
、
農
専
）
。

一
、
女
専
、
青
師
の
校
舎
を
用
い
て
一
般
教
養
科
の
授
業
の
或
る
部
分
は
、
可
能
な
る
可
し
と
の
申
出
。

一
、
一
般
教
養
授
業
の
大
半
を
「
松
高
」
に
て
行
は
ん
と
す
る
こ
と
の
案

一
、
農
専
（
現
県
立
）
を
学
部
列
に
加
う
る
こ
と
の
希
望
。
（
農
専
校
長
代
理
及
笠
原
教
育
部
長
）

一
、
文
部
省
へ
提
出
す
べ
き
「
最
後
案
」
の
「
形
成
」
に
就
て
、
「
高
専
」
と｢

師
範｣

と
の
間
の
相
違
点
。

一
、
学
芸
学
部
と
実
業
教
育
学
部
と
を
別
々
の
「
学
部
」
と
為
す
の
案
。

諸
員
昼
食
及
び
夕
食
を
共
に
し
、
懇
談
午
後
七
時
過
ぎ
に
及
び
明
三
日
午
前
九
時
よ
り
会
議
を
続
行
す
る
こ
と
と
し
て
、

七
時
三
十
分
頃
散
会
す
。

長
野
県
高
専
校
長
会
議
覚
書

第
二
日

二
三
、
四
、
三

列
席
員
昨
日
の
如
し

議
事

一
、
本
県
に
於
け
る
女
子
高
等
教
育
に
関
す
る
現
状
並
に
今
後
の
推
移
に
つ
い
て
（
女
専
校
長
）

笠
原
教
育
部
長
意
見
を
述
ぶ

一
、
実
業
教
育
学
部
の
別
個
成
立
に
関
す
る
件

一
、
繊
維
学
部
の
件
に
関
し
懇
談
す

一
、
綜
合
大
学
、
連
合
大
学
の
組
織
上
の
差
異
を
考
案
す

一
、
長
野
県
の
大
学
教
育
組
織
に
つ
い
て
中
村
副
知
事
意
見
の
説
明
あ
り
た
り
。

一
、
続
い
て
笠
原
教
育
部
長
こ
の
件
に
関
し
て
審
議
す
る
委
員
会
を
設
置
す
る
件
に
つ
い
て
説
明
。

一
、
信
州
大
学
設
置
仮
事
務
局
を
松
本
医
科
大
学
内
に
設
置
す
る
こ
と
。

一
、
教
員
養
成
学
部
の
構
成
に
つ
い
て
調
査
研
究
す
る
小
委
員
会
を
設
く
る
こ
と
。

委
員
の
員
数
を
決
定
す
。

四
月
八
日
十
時
よ
り
師
範
男
子
部
に
開
会
。

一
、
信
州
大
学
設
置
準
備
委
員
会
開
会
の
日
時
を
四
月
十
四
日
十
時
と
す
。

一
、
次
回
高
専
校
長
会
議
は
、
四
月
十
三
日
午
前
九
時
半
よ
り
女
専
に
於
て
開
会
（
教
務
課
長
帯
同
の
こ
と
）

一
、
中
村
副
知
事
説
明
の
案
に
関
す
る
研
究
を
行
い
た
り
。

一
、
午
後
二
時
半
中
村
副
理
事
退
出
す
。

一
、
本
日
の
議
事
覚
書
を
審
議
す
。

長
野
県
高
専
校
長
会
議
覚
書
（翻
刻
）

十

松

【略称解説】
高校、松高…松本高等学校
大学…松本医科大学
師範…長野県師範学校男子部、女子部
青師…長野青年師範学校

松
本
医
科
大
学
長

竹
内
松
次
郎
に
よ
る
要
旨女専…長野県女子専門学校（現長野県立大学）

繊維…上田繊維専門学校
工専…長野工業専門学校
農専…長野県立農林専門学校





※草稿



p.1p.2

「信
州
大
学
の
構
想
」

竹
内

松
次
郎

（月
刊
信
毎
一
九
四
九
（昭
和
二
十
四
）
年
五
月
十
四
日
）



竹内松次郎

◆松本医学専門学校初代校長（1944.4－49.9）
◆松本医科大学大学長（1948.2－49.9）
◆福井大学学長（1949.9－54.1）

信州大学創立責任者として、国、県、市
町村、前身校などとの調整を精力的に行
い、総合大学である｢信州大学｣の設置を
主導した。

たけのうち まつじろう

1884－1977

p.3p.4

（明治17−昭和52）
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1950 (昭和25) 年

10月 30日 (月)信州大学開学式
開
学
式
典

11

時
22

分
～

会
場

教
育
学
部
松
本
分
校
講
堂(

現

附
属
松
本
小
・
中
学
校
の
地)

記
念
祝
賀
会

13

時
～

会
場

教
育
学
部
松
本
分
校
お
よ
び
医
学
部
の
建
物
な
ど
三
会
場

記
念
講
演
会

15

時
～

会
場

文
理
学
部
講
堂(

旧
制
松
本
高
等
学
校
講
堂)

「
ア
メ
リ
カ
を
見
て
」

鳥
養
利
三
郎

京
都
大
学
長

「
歴
史
を
超
え
る
も
の
」
務
台

理
作

東
京
教
育
大
学
教
授

出
典
『
学
窓

そ
し
て
三
十
年
』
（
引
用
元
信
州
大
学
新
聞
教
育
学
部
本
校
版
）





初代学長高橋純一

談笑する竹内前医学部長ら

記念式会場入口 講演会場となった文理学部









「信州大学概覧」は「信州大学概要」と名を変えて、現在

に至るまで毎年度発行されている。大学の歴史を探る資料

ともなっている。

信州大学概覧・概要



創立以来、信州大学案内は毎年発行されている。信州

の美しい自然を表紙のデザインとしているものが多い。

信州大学案内

裏面

表面



大学史資料センターでは、信州大学の歴史を将来に伝えていくために本学に関する
資料を収集しています。皆様がお持ちの資料をぜひご提供ください。

教科書講義ノート

アルバム課題レポート

スナップ写真

バックル・徽章 卒業証書 演劇ポスター

大学祭パンフレット

学生新聞

募集要項・受験票

https://www.shinshu-u.ac.jp/institution/library/archives/

